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はじめに

食の議論の参考情報の構造化をしたい

食は人間にとって重要

食に関する常識や定説は変化する

正しい知識を持つことが難しい

そのため、議題と正しい知識を持つための参考情報を設定した
・昔からの郷土料理についての具体化されていない議題
・新しいフードテック技術に関する施策案からの議論



はじめに

なぜ議論に参考情報が重要か？

議論は最善の解を生みだすために行われるが
私的な意見同士で議論が収束しなくなる場合がある

参考情報（根拠）があれば、議論についての知識の共有ができる。
無意味な議論を避けることができる

食に関するWeb議論の参考情報の構造化と可視化手法の検討をし、
参考情報をどのように議論参加者に提供すれば良いかを考察する



関連研究
• 行政による市民参加型Web議論シス
テム
• vTaiwan：台湾の議論参加型プロ
セス

• Decidim：バルセロナを始め、欧
州を中心に幅広く利用される

• アイデアボックス：日本国民 から
の意見募集システム

• D-Agree：名古屋市議会でも用い
られたことがある

• 議論の構造化とファシリテーション手
法の検討
• 反復的な合意形成プロセスの設計
と議題設定方法の類型化（白松
ら）

D-Agreeの画面



関連研究
• もちマップ
郷土料理について学ぶため
のWebマップ。郷土料理の
情報を保存し視覚化する

4つの機能
• 1.検索窓
• 2.属性選択リスト
• 3.階級区分図
• 4.時間軸

LODチャレンジ2017
グルメLOD賞
河村郁江、伊藤宗太、白松俊、伊藤孝行

もちマップの画面と機能
https://phirip.com/mochimap/e/



郷土料理に関する議論での参考情報の使い方：

議題に対して、もちマップ（郷土料
理データ）を参考にアイディア出し
をすることを想定



参考情報の構造化
議論の参考情報のデータセットをエクセルで試作（下図）
• 議題の元になる記事を探し議題を設定した（記事20、議題20）
• 各議題に関する参考情報となるデータを収集した（40データ）

議論の参考情報のデータセットの試作（エクセル）



参考情報の構造化
議論の参考情報を構造化するタスクオントロジーを設計
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可視化手法の検討
議論の参考情報を可視化する
手法の検討を行った

• 議論がどのフェーズである
かを表すアイコン表示

• 参考情報の種類をわかりや
すくするアイコン表示

• 主催者側で信頼出来そうな
参考情報に信頼マークを付
与

• 議論の内容を知らせるタグ
付け



考察
参考情報の信頼性をどのように判断するか、
以下の4項目を考察

• 信頼できる情報の特徴
• 信頼性の判断
• 議論における参考情報の判断の仕方
• 情報の信頼性の判定方法



ゆるい考察
• 議論に参考情報があったとしても、どの参考情報を選ぶかは個人
の嗜好や都合によること

• 参考になる記事は山のようにある（厳格に信頼できる記事は実際
少ないが）

• あと、会話に参考情報をつけた場合に、読むには少し時間がかか
るので、参考情報の簡単まとめ機能などがあるといいと思った



まとめと今後の課題
今回行ったこと：

• 正しい知識を持って食生活をするため、昔からの郷土料理や新しい
フードテック技術を例として議題を設定

• 食に関する議論の参考情報の構造化と可視化手法の検討
• 構造化には議論の参考情報を構造化するタスクオントロジーUML
を設計し、設計を元にLinked DataをTurtleで記述した。また、参
考情報の可視化には、各フェーズや参考情報の種類を表すアイコン
を用いてわかりやすくする方法を検討した

今後の課題：
• 参考情報の信頼性や関係性の可視化、判断の自動化をどのように行
うかの検討と実装を行う予定である


